
令和8年度の福文解体に向けた、仮囲いに

掲出するアート素材として「福祉文化会館

に係る思い出の場の写真(福文想イバ写真)」

とそれにまつわるエピソードを募集します。

ibabun写真部

主催：(公財)茨木市文化振興財団　共催：茨木市　後援：茨木商工会議所　茨木市観光協会

写真が好きな人が気軽に集まり、写真を撮って、見て楽しむ部活が始動！

上手く撮るためじゃなく、写真を通して自分の感じたことや見た景色を切り取り、

視点を共有してみませんか？

開催日時：10月19日(日)13時～16時

当日のスケジュール

13：00　撮影開始

　　　　  　途中休憩

15：00　写真をみながら話す時間

16：00　終了

講師

澤田華（さわだ はな）

1990 年京都府生まれ。美術作家。追手門学院大学社会学部特任助教。

生活や制作の中で生じた些細な疑問や引っ掛かりを起点に、写真・映像をはじめと

した様々な表現形態を用いて制作を行う。近年の主な個展に「避雷針と顛末」

（GalleryPARC／2022年）、グループ展に「吹けば風」（豊田市美術館／2023 年）、

「見るは触れる日本の新進作家 vol.19 」（東京都写真美術館／2022 年）など。

申込・問合せ

受付開始：9月4日(木)10:00

対象・定員

小学生以上
※小学生のお子様は保護者同伴でご参加ください。

定員10名

＜問合せ＞

　(公財)茨木市文化振興財団・文化事業係

　072-625-3055(10:00～17:00)

　www.ibabun.jp

福祉文化会館仮囲い「福文想イバ写真」募集!参加料

1,000円

＜問合せ＞

　茨木市 市民文化部 文化振興課 政策係

　072-620-1810(直通)

持ちもの

カメラ・スマートフォン

撮影：竹村晃一

茨木市福祉文化会館を撮影する

※申込は市HP等より

第1回


